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サンテチェンヌ追想
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1,はじめに

パリから2時間,リヨンを発ったフランスの新幹線

TGVはロｰヌ川を渡ってその支谷に入っていきま

す.これまで見渡す限り牧野が続いた景色とは変わ

って,山がちな景色が車窓に広がります.列車は在

来線をスピｰドを落して進み(注1),1時間程でサン

デチェンヌ(Sain仁Etieme)に到着すると,昔日の面

影を伝えるボタ山が目に入ります.ここサンデチェ

ンヌはかつての炭鉱都市であり,鉱山学校が所在す

る都市でもあります.

私は,ここの鉱山学校に2年半(1990-1992)足ら

ず滞在する機会がありました.それから,もうずいぶ

んと時間がたってしまったのですが,ここに,サンデ

チェンヌ市と鉱山学校を追想と題してご紹介すると

ともに日本との浅からぬ関係についてもふれたいと

思います.
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写真1サンデチェンヌ市中心部の眺め.かつては炭塵

のため黒い術とも呼ばれていたが,そのような面

影もほとんど見かけなくなった.緑化も積極的に

進められている.

2｡鉱山学校の歴史

まずは歴史の話からはじめましょう(注2).この鉱

山学校の創設は1815年のナポレオンの帝国の崩壊

と期を一にしています.ウィｰン会議によって,フラ

ンスはザｰルとサヴォアを割譲されました.この時

それらの地方にあった2つの鉱山学校も失うことに

なりました.石炭を主要なエネルギｰとする産業革

命の黎明期にあって技術者を養成することは国の緊

急な課題でありましたので,失ったこれらの学校の

代わりとすべく炭鉱都市であったサンデチェンヌに

鉱山学校が1816年8月2日付けの王室令(ルイ18

世)により設立されました.

最初の学長であるボｰミエ(Beaumier)はフラン

スで最初の鉄道をサンデチェンヌとロワｰル河谷間

に敷設する権利を得,計画を実行しました.これは,

この地域に産する石炭を輸送することを目的とした

もので,彼の最初の生徒たちと学校もその実現のだ
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キｰワｰド1鉱山学校,フランス,サンデチェンヌ.コワニエ
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めに協力しました.その生徒たちの中には発電用水

力タｰビンの発明者であるブルネｰロン(Fourney-

r㎝)がおり,引き続く卒業生の中には農学の創始者

のひとりとされ,化学者でもあるブサンゴｰ(Boussin-

gau1t)がおります.日本の鉱業の近代化と深い関わ

りを持つコワニエ(Coignet)もここの卒業生ですが,

彼については項を改めて紹介することにしましょう.

1882年に学校は鉱山学校(EcoledesMines)と名

のることとなり,そのころより,2年間の予備過程を経

た学生を入学試験により選抜して受け入れるように

なりました.1890年に学位を授与する権利を得るこ

ととなりました.

1925年よりサンデチェンヌ国立高等鉱山学校

(EcoleNationa工eSupξrieuredesMinesdeSain←

Etieme)となり,フランス産業省(注3)に直属する6

つの学校の一つとなり,Ing6nieurCivi1desMines

の学位を授与することとなりました.

3.鉱山学校の現在

筆者が滞在した後に組織改編があり,現在は3つ

の研究部門があります.最近は,日本でも,古くから

なじんだ学問区分とは異なる名前をつける例が多

いのですが,ここもその例にもれず,簡単には訳出

不可能な名前がつけられていて,その仏語名の頭文

字をとった名前が一般に用いられています.

SlMADE:コンピュｰタサイエンス,数学,決定理

論および環境論部門.

SMS1物質科学および機械工学部門.

SP榊:天然および産業のプロセス科学部門.

ちなみに,筆者を受け入れてくれた地質学部門

は,現在はSPINに併合されています.ここにあげら

れた分野をご覧になってもわかる通り｢鉱山学校｣と

は名ばかりで,鉱山に関係したものは全くなよ､と言

っても言い過ぎではないでしょう.唯一関係しそう

なのは地質学部門(現在はSPIN)ですが,ここも理

学的な研究が主体です.全体として,理工科系の単

科大学をイメｰジするのがよいでしょう.

4｡パリジャン､ニソワズ,ステファノワ

パリジャン,パリジェンヌといえばパリの人を指す

ことはよく知られています.我々サンデチェンヌの鉱

山学校の人々はよくパリの鉱山学校の人をパリジャ

ンと呼んでいたりもしました.｢パリの｣,｢パリ風の｣

とか｢パリの人｣という意味の使い方をするわけで

す.ニソワズと言えば,たぶんニソワズサラダを思

い浮かべる方もいるかも知れません.これは二一ス

風サラダという意味です.このように地名とその形

容詞的使い方が似ている例はすぐわかるのですが,

ステフアノワと聞いて,これがサンデチェンヌを指す

ことに気が付く人はまずいないのではないかと思い

ます.かく言う筆者もその一人でした.ここで地質学

的に勘のいい人は,はたと気が付くかも知れません.

写真2鉱山学校正面.今世紀に入って現在の地に移転した.
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そうサンデチェンヌは炭鉱都市だったのです.そして

ヨｰロッパの上部石炭系上部をステファニアン統と

いうことを.つまり炭鉱都市サンデチェンヌは全ての

鉱山が閉山した今もその名を地質学に残しているの

です.

5｡鉱山学校の印象

鉱山学校のことをもう少し詳しく書きましょう.

EcoledesMines(正式の名前は先ほど記した

��敎慴楯��卵�物敵���������

Etiemeといいます),はグランドゼコｰル(grandes

6CO1eS)のひとつです.グランドゼコｰルというと,日

本でもエリｰト養成校として知られています.実際政

府高官のエリｰトコｰスとして知られるENELなどグ

ランドゼコｰルの一つであります.滞在中もエリｰト

校的な雰囲気を感じることも多々ありましたが,それ

は径ほど触れることにしましょう.

グランドゼコｰルは,文部省以外の省庁に所属す

る学校で,大学が文部省に所属してバカロレアと呼

ばれる高校卒業資格試験を合格すれば,原則として

どの大学にも進めるのに対して,グランドゼコｰルヘ

はバカロレアを合格した後,既に記したように2年

間の予備過程を経てコンクｰルと称する入学試験

をパスしないと入学できません.ここを卒業するこ

とは一般に就職に有利かつその後の進路にも有利

であるので,入学の競争は厳しいものがあるようで

す.入学すると3年間の専門教育を受けた後に就職

したり,一年間のDEAと称する教育を受けた後に,

3年間の博士課程に進学することもできます.

話を私が滞在していた頃のサンデチェンヌの鉱山

学校に戻しましょう.生徒数は一学年80人前後でし

た.私の滞在中に,技術者として社会に送り出す人

数を増やすために増員することが話題になってい

て,その後110人になりました.教職スタッフの数に

較べて生徒の数が非常に少ないのが印象的でした.

そのため,非常に行き届いた指導が行われていま

した.

ここでは｢学生｣という呼び方はしません.常に

｢学校｣であり｢生徒｣なのです.グランドゼコｰル独

特の言い習わしという印象を持ちました.新入生は

9月に入学オリエンテｰションをかねてモンブランに

登頂します.この行事は私が滞在するときに学長の

写真3夏になると,フランスｰ周自転車競技(ツｰル･

ド･フランスと言った方がよく知られているかも

しれない)が行なわれる.サンデチェンヌにも数

年に1回はやって来る.この日,鉱山学校は報道

陣に明け渡される.

発案ではじめられたものと聞きます.目的の中に,

団結心を養うとか言うようなことがうたわれており,

何やら日本の新入社員研修顔負けなのにびっくりし

ました.このオリエンテｰションに有名国営企業に就

職した0Bが参加するというのも驚きでした.2年生,

3年生になると企業に行って3ヵ月,4ヵ月と研修す

ることがカリキュラムに組まれています.企業でも積

極的に受け入れているようです.鉱山学校の生徒で

はありませんでしたが,つくばでもこうした受け入れ

で来たのではないかと思われる生徒の記事を見か

けたこともあります.2月か3月になると3年生向け

に就職説明会が催されます.これは,企業の人が鉱

山学校にやってきて,会社説明をして積極的に就職

を働きかけるというものです.私は,フランスの大学

の状況について疎いので,公平に比較できるとは思

えないのですが,入学したときから卒業するまでこ

のように企業と密接な関係を持っていれば,巷間曝

かれる就職難等どこ吹く風というのもわかるような

気がしますし,グランドゼコｰルの人気もうなずけま

す.

地質学部門も地質の教育を分担して,1週間程度

の野外地質巡検,いくつかの半年程度の講義,3年

生に対する卒論にあたるようなテｰマ研究の指導等

を行います.私のような博士課程にいる給費奨学生

は準スタッフの扱いになるので講義を分担すること

もあります.私が関わった講義では生徒は4人だけ

でした.ここでも,コンピュｰタサイエンスに対する

人気は大きなものであるいっぽう,残念ながら地質
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学は人気のある分野とは言差ません.地質の弁護を

するわけではありませんが10人以下の講義を廊下

を通りがかりに見ることはよくあることで,少数精鋭

教育ともとれましょう.

6｡研究環境

鉱山学校と称する学校はサンデチェンヌの他にパ

リとナンシｰにあります.いずれもグランドゼコｰル

でフランスの通産省ともいうべき省に所属し,姉妹

校的な関係にあります.私の場合,X線マイクロプロ

ｰブアナライザｰという分析機器を利用するために,

しばしばパリの鉱山学校(正確にはパリ近郊のナポ

レオンがお気に入りだったといわれるシャトｰのあ

るフォンテｰヌブロｰに地質学部門の本体はある)へ

出かけました.パリの鉱山学校では,あらかじめサン

デチェンヌの人がこの機器を利用する予算と日数を

年間計画に組み込んで,この機器を運用していま

す.したがって,電話一本でオペレｰタに予約をと

ってもらって,出向けばオペレｰタに手伝ってもらい

ながら,その機械に初めての人でも直ちにデｰタが

出せるようになります.そのほか,パリ第6大学のX

線マイクロプロｰブアナライザｰは微量成分の分析

に強いのでそちらを利用する人もおりました.サン

デチェンヌの鉱山学校では蛍光X線分析装置にオペ

レｰタの人がついて外部の研究機関からの依頼分

析にも応じていました.総じて,お互いの所有する

機器を顧通しあって運用する体制が整っていました

が,これも専任のオペレｰタの人がついているから

こそ可能なのだと思われました.

サンデチェンヌの鉱山学校の地質学部門には花

筒岩や,それにともなう鉱床の研究をする人が多く,

これに対してパリの鉱山学校には構造地質を研究

する人が多いというようなカラｰの違いがありまし

た.人の交流も盛んで,パリの鉱山学校にポストド

クトラルフェロｰできていた鉱床研究者が,サンデ

チェンヌの方が鉱床を研究する人が多いという理由

でサンデチェンヌに何ヵ月も滞在していたこともあり

ました.

予算についてはあまり良くわからないのですが,

ECの予算も取ってきていて,アフリカの力一ボナタ

イト鉱床の稀土元素の研究などをこの予算で実施し

ていました.教室(おそらく分析機器)の運営費など

を捻出するためのお金稼ぎというようなニュアンス

のことを主任がいっていたのが印象的で,どこでも

予算をとってくるのは大変なのだと思いました.

フランスの学位制度についても少し触れておきま

しょう.フランスではかっては,さまざまなタイトルの

学位があって,非常に複雑であるといわれてきまし

た.はじめに記した歴史のところでも少し学位につ

いて触れましたが,実はこれは旧制度のもので現在

はこのような学位はありません.10年以上も前の法

律改正によって,それまであったさまざまなタイトル

の学位が博士に一本化されました.

一般には何年後かに学位論文を提出しますとい

う登録をして研究に着手するのですが,旧制度から

新制度に移行する過程では,旧制度下で学位提出

の登録をしても新制度に移行した後に審査するとい

うことがあり,この場合旧制度の学位が授与されま

す.この間,新制度の博士は新博士とも称されてい

ました.したがって移行過程においては,新旧両制

度の学位が発効されていたように見えます.現在は,

新制度がすっかり定着して,特に｢新｣博士という口乎

び方をすることもなくなったようです.この新制度で

は,大学などの教育機関においてあるレベル以上の

地位を得るためにはアビリタシオンと呼ばれる業績

評価制度をパスすることが義務付けられました.

7｡ハイテク産業都市サンデチェンヌ

サンテチェンヌはフランス中部の大都市リヨンの衛

星都市のような存在です.リヨンと言えば知る人ぞ

知る美食の街です.まずはこのあたりから話をはじ

めましょう.リヨン,サンデチェンヌを含むこの地方は

食肉加工が盛んです.大変美味しいハムやサラミを

生産します.この地方の豊かな食材を利用した,日

本でも有名なレストランもすぐあげることができます.

リヨンのポｰル･ボキュｰズ,ロアンヌのトロワグロ

などです.サンデチェンヌのピエｰル･ガニェｰルも

三つ星入りをはたしました.また全国的な食品流通

業の本社もサンデチェンヌにあります.

フランスは地方毎にその土地にあった伝統的な食

文化を持つと言ってもよいくらいなのですが,それ

を産業にまで結び付けている例も多く,サンデチェ

ンヌもその一つと言えましょう.サンデチェンヌには

伝統的に兵器産業があります.このようなご時世で
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写真4

かつての兵器会社マニュフランス社の跡地と建

物は,エスパス･フォｰリエルと称して,市の重

要な再開発拠点となっている.その建物(古い

建物の外観はそのまま生かして中を改修した)

の一部に鉱山学校の情報科学部門が移ってい

る.入口右脇には,鉱山学校の新しいロゴも見

える.

すから,必ずしも奮っているとは言えません.マニュ

フランス社はサンデチェンヌにある兵器会社でした

が現在はなく,その立派な建物は現在改装されて,

拡充された鉱山学校の組織が利用しています.

サンデチェンヌは,炭鉱が閉山するにつれ,それに

代わる産業を模索する必要がありました.このよう

な環境の中でサンデチェンヌが進もうとしている遺

がハイテク産業都市です(Technop61eという表現

をよく見る).このような努力は現在も続けられてい

ます.地質に関係する例をあげれば,世界的な石油

検層会社の研究所もここサンデチェンヌにあります.

8国コワニエの足跡

サンデチェンヌの鉱山学校の出身であるフランシ

スク･コワニエ(FrancisqueCoignet)は明治初期の

生野鉱山の近代化に大きな業績を残しました.ここ

に彼の業績を文献(今升,1966;石川,1944)から紹

介します.コワニエは1835年にサンデチェンヌに生

まれ,1855年にサンデチェンヌの鉱山学校を卒業し

ました.彼は,鉱山学校卒業後スペイン,アルジェリ

写真5鉱山跡の一部は,見学することができる.見学

者は保安帽を被って,ガイドされて見学する.筆

者が尋ねた日は,｢鉱山の祝祭日(注4)｣という

ことで無料開放されていたため,大変賑わって

いた.

アに滞在し,かの地の鉱山で働き,1862年にフラン

ス政府がマダガスカル王ラダマ1世のもとに派遣し

た科学探検隊に参加しました.その後アメリカに渡

り,数年間カリフォルニアの金探鉱に従事しました.

その後,1867年(慶魔3年)に夫人とともに来日し薩

摩藩命により1年間薩摩,大隅,日向の3国の鉱産

地を見てまわりました.

明治維新をむかえると,維新政府は鉱山を国営化

して,外国人の指導により一挙に近代化するべきで

あると考え,旧薩摩藩が雇用していたコワニエを新

政府の雇鉱山師として,まず生野鉱山の検分に差し

向けました.

当時の生野鉱山は衰退していました.これは,当

時の前近代的な排水通風の技術では,すべての坑

道が作業を中断せざるを得ないところまで掘り尽く

されたためでした.コワニエは当初銅鉱石の開発を

建議しましたが,その後,明延,中瀬の鉱床の調査

および各地の鉱石を分析した結果,それまでの金銀

の分離技術に問題があることを明らかにするととも

に,金品位の高い鉱石の発見により採掘計画を銅か

ら金銀に変更し,総額2万ドルにのぼる開発計画書

を鉱山司に建議しました.

それまで衰微していた鉱況,急激な政変と不安定

な経済などがあいまって,当時の人心が既に不穏な

状況にあったところに鉱山の国有化と急激な改革が

行われたため,1871年10月にはコワニエがフラン

スに一時帰国していた間に,鉱山の庁舎が焼き討ち
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写真6鉱山で使用されていた重機類も展示されてい

る.

に合うという困難もありました.しかしながら,その

後生野鉱山の第2期建設計画を立て,その計画を

1876年に完了して,翌1877年1月末に帝国主任鉱

山技師の職を解かれました.

この間に,生野鉱山の近代化とともに,生野に鉱

山技術者養成のためのフランス人教師による学校を

作ったり,生野から飾磨までの道路を改修して馬車

道を新設したり,飾磨港の改修を行ったりしました.

この間フランスから地質家,鉱山技師,坑夫,医師

らが招かれ,その総数は24名に達しだということで

す.コワニエは日本滞在中各地の鉱山調査もあわせ

て行い,1874年に｢日本鉱物資源に関する覚書｣

(Notesur1arichesseminらraleduJapon)を著しま

した.これは日本の地質を大観した最初の記述で

あろうとされています(今井,1966).

日本を去ったコワニエはリヨン,イゼｰルと居を移

し,最後にサンデチェンヌにおいて1902年6月18日

に亡くなりました.彼に対する弔辞がサンデチェン

ヌ鉱山学校同窓会会報21号に,また追悼文が国立

サンデチェンヌ鉱山学校同窓会1903年度年報｢同窓

会会長の事業報告｣に載せられています.この同窓

会の建物は,鉱山学校とは別で,市の中心部,バス

の発着の起点となっているドリアン広場の近くにある

ようです.古くさい銘板が打ち付けてありましたが,

残念ながら確かめる機会を失してしまいました.

9.むすび

この小文,書こう書かなくてはと思いつつ時がた

ってしまいました.最新の情報とは言えないかもしれ

ません.また滞在中の伝聞に基づくところもあるの

で,思わぬ誤解もあるかもしれません.これがフラン

スの一地方都市とそこの鉱山学校についてみなさま

方の関心を惹き起こすとともに理解を深めることが

できれば幸いです.筆者は,学生時代にコワニエに

関する著述を読んでいたにも関わらずこれをすっか

り忘れてしまい,在サンデチェンヌのNiwaYasuo氏

に教えていただくまでうかつにも気が付きませんで

した.また滞在中はBemardGuy,JacquesMoutte

そしてNiwaYasuoの各氏に大変お世話になりまし

た.ここに記して感謝致します.

注1)

注2)

注3)

注4)

フランスの新幹線は線路の幅が在来線と同じ標

準軌であるので専用線の他にこのように在来線に

乗り入れることができる.

鉱山学校に関する以下の記述は鉱山学校の運営

するWWW(仏語版および英語版)を参考にした.

フランスの省庁の名前は良く変わる.1994年の資

料ではMinistさrederIndustrie,desPosteset

Tら1さ｡ommunicationsetduCommerceExtさrieur

(直訳すると産業,郵便,通信および通商の省)と

なっている.

聖バルブ(SainteBarbe,聖バルバラともいう)

は,鉱夫,砲兵,消防夫など火や火薬を扱う人の

守護聖人で12月4日はその祝日(宗教上の祝祭

の日であって国民の休日ではない)である.かつ

ては,この日は鉱山の仕事を休みお祭りをした.

現在,この日は鉱山跡の見学が無料開放されて

いる.
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